
項　　目 内　　容

助成金贈呈先団体 久留米市立江上小学校

代表者 学校長　古賀　佳緒里

助成事業の名称 城島祭り　江上獅子パレード

活動及び
助成事業内容

全学年で城島独自の獅子みこしをかついでパレードに参加すること通して、城島町の一員として地域づくりに参画しよ
うとする気持ちを育てたいと考えている。
また、この取り組みは「地域とともにある学校」への転換を図るためのコミュニティスクール（学校運営協議会制度）へ移
行するための本校での第一歩としたいと考えている。
今回の特別助成金により、次の事業を実施する。具体的には、城島まつり実行委員の方々を招聘し、祭りにかける思い
を聞き、高学年が下級生に思いを伝えるとともに、獅子みこしかつぎや踊りの練習を計画的に行っていく。
保護者や地域の方々にも、子どもたちと一緒に祭りを盛り上げて頂くよう呼びかけ、新たに参加することになる保護者や
地域の方々の衣装として法被等を揃え、一体感を演出する。
子ども、保護者、地域の方々の衣装として、また熱中症対策として帽子を揃えて、保護者、地域の方々と一緒に獅子を
かついだり踊ったりして祭りを盛り上げ、また、獅子後部につける大きな布を縫い合わせ、寄せ書きを行うなどして、町
づくり参画意識の高揚を図るのが今回の事業である。

助成金額 30万円

助成金贈呈先団体 福岡県立八女農業高等学校

代表者 学校長　平田　陽一

助成事業の名称 本質、本物を知り、農業科生徒の育成を図る授業の促進

活動及び
助成事業内容

農業科生徒として、生物の本質である「生物の共通性」や「生物の多様性」について学ぶことは、基本的な知識の習得
と専門性や探究心を養ううえで欠かすことができない授業として実施している。そして、この基本的な学習方法が、動植
物の細胞や微生物等の観察とスケッチである。
今回の特別助成金により、次の事業を実施する。具体的には、デジタル生物顕微鏡での観察実験により、観察スケッ
チやレポート作成を教室全体で同時に進行させることができるため、観察結果についての意見交換や発表等、対話的
で深い学びにつなげていく。
例えば、動植物の細胞や微生物（酵母、カビ、胞子）の観察とスケッチを行う。原形質分離の観察等を通して、外部環
境の変化による細胞の変化を学ぶ。また、体細胞分裂の観察や実験を行い、環境の変化(温度、時間帯、光の関係)に
よる生育の違いなどをテーマとした研究発表等による学習活動が今回の事業内容である。
また、ワンヘルスの視点からも、光学顕微鏡での微生物の観察を行うことは重要であり、見えない世界にこそ、環境を支
える力があることを実感できる授業へつなげて行きたいと考えている。

助成金額 30万円

助成金贈呈先団体 gocochi-Next

代表者 代表　松尾　博子

助成事業の名称 発達障がい理解促進事業

活動及び
助成事業内容

gocochi-Nextは、自閉スペクトラム症児・者が「生活しやすい久留米」を目指し、家庭・教育・福祉・医療・地域での、「支
援の広がり」と「実践力の向上」を目指している。また、自閉スペクトラム症児・者に関する包括的な支援を、一貫して行
う体制の検討・整備（久留米市障がい者計画・７１切れ目のない支援体制の確立）活動を行っている。
特別助成金により次の事業を実施する。
①発達障がい（特に自閉スペクトラム症）に関するさまざまな専門家を迎え、「ついんくる★★講座」と題して講座を実施
することで、支援に携る関係各所が共に学べる場を提供し、当事者の困り感やその支援方法を共に学習する。
②支援が必要な当事者に幼少期から成人後も一貫して行える協力体制の検討・整備を目指す活動を行う。
今回の特別助成金と久留米市の絆補助金を合わせ、久留米市3部所（障がい者福祉課・幼児教育研究所・学校教育
課）との協働事業として、「令和5年度ついんくる★★講座」（実施場所：久留米ビジネスプラザ、えーるピア久留米、オ
ンライン（YouTube・Zoom）等含む）を今回の事業として開催する。

助成金額 43万円

助成金贈呈先団体 福岡県立八女工業高等学校　電子機械研究部

代表者 教諭　北出　国和

助成事業の名称 全国高等学校ロボット競技大会　ロボット作成事業

活動及び
助成事業内容

全国高等学校ロボット競技大会での全国大会優勝を目指してロボット作成を行うことにより、授業や実習で学んだ知識
や技能を応用・発展させ、また、チームでのロボット製作を通して、集団としての個の役割や責任感の育成、さらには
チームワークやコミュニケーションの向上を図るといった活動である。
今回の特別助成金により、次の事業を実施する。具体的には、この大会のレギュレーションに沿ったロボットの研究・開
発を行うとともに、研究・開発にコストをかけてじっくり行うことで、今後の大会を見越したロボット機構の研究を行ってい
く。また、この研究・開発を通して、新型モータや新型バッテリーの動作実験を行い、部品の消耗等による故障のトラブ
ルを未然に防ぐことができる、より精度の高いロボット製作に挑戦する。
このロボット製作活動は、工業人の育成において実習等で学んだ事をより実践的で体験的な活動へと昇華させたもの
であり、自ら学ぶ姿勢や主体的、且つ協働的に取組む態度を高い水準で養うことができる。更に、試作・実験を重ねる
ことにより、技術に関する課題を発見し、工業に携わるものとして科学的な根拠に基づき、工業技術の進展に対応し解
決する力を養うことができる、工業高校ならではの課外活動が今回の事業内容である。

助成金額 50万円

(ご参考）　令和5年度　特別助成金  贈呈先団体および事業内容等
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